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残留農薬検査（その1） 
 

平成18年5月に施行されたポジティブリスト制度※に基づき、当所では一斉分析法を用いて、横浜市内に

流通する農作物等の食品に残留する農薬の検査を行っています。平成22年度より一農作物当たりの検査

項目数を19項目追加して113項目とし、検査体制を一層強化しております。 

今回は、平成22年4月から5月末の期間に食品専門監視班により搬入された農作物等の検査結果を報

告します。 

 

１ 市内産農作物 

平成21年度に引き続き、横浜市内で生産されている農作物について残留農薬検査を行いました。4月に

搬入されたキャベツ及びトマト（各3検体）の計6検体についてそれぞれ検査を行いました。これらの結果を

表1に示しました。 

その結果、キャベツ1検体からアセタミプリド及びクロルフェナピルが検出されました。また、トマト1検体か

らアセタミプリド及びフルジオキソニルが検出され、別の1検体からボスカリドが検出されました。ただし、検

出された農薬について残留農薬の基準値を超えるものはありませんでした。検査項目及び検出限界につ

いては表2に示しました。 

 

２ 国内産農作物 

5月に搬入されたチンゲンサイ、レタス（各3検体）、トマト(2検体)及び白菜（1検体）の計9検体について残

留農薬検査を行いました。これらの結果を表1に示しました。 

その結果、チンゲンサイ1検体からアセタミプリドが検出されました。また、トマト1検体からジコホールが検

出され、別の1検体からボスカリドが検出されました。ただし、検出された農薬について残留農薬の基準値

を超えるものはありませんでした。検査項目及び検出限界については表2に示しました。 

 

３ 輸入農作物（冷凍食品を含む） 

5月に搬入されたカリフラワー、たまねぎ、チンゲンサイ、ブロッコリー、ほうれんそう及び未成熟いんげん

（各1検体）の計6検体について残留農薬検査を行いました。これらの結果を表1に示しました。 

その結果、ほうれんそう1検体からイミダクロプリドが検出されました。ただし、残留農薬の基準値を超える

ものではありませんでした。検査項目及び検出限界については表2に示しました。 

 

今回の検査で検出された農薬の概要については、5ページからの【農薬解説】を参考にしてください。 

 

ポジティブリスト制度※ 

農薬等が一定量以上残留する食品の販売等を禁止する制度のことです。 

残留基準値が設定されている農薬については、その基準以内での食品への残留は認めていますが、そ

れ以外の残留基準値の設定されていない農薬等の残留は原則として禁止されます。ただし、隣接する畑

等からの農薬の飛散や、新規の農薬等の残留が考えられるため、残留基準値が設定されていない農薬等

については「人の健康を損なうおそれのない量」（一律基準値0.01ppm）を設定し、それを超えた残留のある

食品の販売等を全面的に禁止するという対応をとっています。 

 





 5

        

表 2 の続き        

農薬名 

検出

限界

(ppm) 

 農薬名 

検出

限界

(ppm)

農薬名 

検出

限界

(ppm)

テフルベンズロン 0.01  フェンクロルホス 0.01  ブロモプロピレート 0.01 

デルタメトリン及びトラロメトリン 0.01  フェンスルホチオン 0.01  ヘキサコナゾール 0.01 

テルブホス 0.005  フェンチオン 0.01  ヘキサフルムロン 0.01 

トリアジメノール 0.01 
 

フェントエート 0.01 
 ヘプタクロル 

（エポキシドを含む） 
0.005

トリアジメホン 0.01  フェンバレレート 0.01  ペルメトリン 0.01 

トルクロホスメチル 0.01  フェンピロキシメート 0.01 ペンコナゾール 0.01 

パラチオン 0.01  フェンプロパトリン 0.01 ホサロン 0.01 

パラチオンメチル 0.01  ブタクロール 0.01 ボスカリド 0.01 

ハルフェンプロックス 0.01  ブタミホス 0.01 マラチオン 0.01 

ビフェントリン 0.01  ブプロフェジン 0.01 ミクロブタニル 0.01 

ピペロホス 0.01  フルジオキソニル 0.01 メチダチオン 0.01 

ピラクロストロビン 0.01  フルシトリネート 0.01 メトキシフェノジド 0.01 

ピリダフェンチオン 0.01  フルトラニル 0.01 メトラクロール 0.01 

ピリブチカルブ 0.01  フルバリネート 0.01 メトリブジン 0.01 

ピリプロキシフェン 0.01  プロシミドン 0.01 メビンホス 0.01 

ピリミノバックメチル 0.01  プロチオホス 0.01 リニュロン 0.01 

ピリミホスメチル 0.01  プロパホス 0.01 リンデン（γ-BHC） 0.002

フェナリモル 0.01  プロピザミド 0.01 ルフェヌロン 0.01 

フェニトロチオン 0.01  プロメカルブ 0.01   

※ DDTはp,p'-DDE、p,p'-DDD、o,p'-DDT及びp,p'-DDTの和 

 

 

 

【農薬解説】 

 

アセタミプリド 

『モスピラン』などの商品名で一般的に販売されている殺虫剤です。広く使用されている有機リン系農

薬などに対して効きにくくなった多くの害虫に対しても効果があります。 

平成21年度に実施した検査では、いちご、チンゲンサイ、ぶどう、ブロッコリー及びももから検出された

農薬です。 

 

イミダクロプリド 

『アドマイヤー』などの商品名で一般的に販売されている殺虫剤で、即効的な殺虫効果があります。平

成22年度より当所の検査項目に新たに追加した農薬です。 

 

クロルフェナピル 

『コテツ』などの商品名で一般的に販売されている殺虫剤です。多くの野菜に適用があり、従来の殺虫

剤に耐性がある害虫に対しても効果があります。 

平成21年度に実施した検査では、トマト、なし、ピーマン、ぶどう及びみずなから検出された農薬で

す。 

 

ジコホール 

『ケルセン』などの商品名で殺虫剤として一般的に販売されていましたが、平成16年に農薬の登録が

失効されました。 
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フルジオキソニル 

『セイビアー』などの商品名で一般的に販売されている殺菌剤です。各作物の灰色かび病菌に対して

極めて高い効果があります。 

平成21年度に実施した検査では、ブルーベリーから検出された農薬です。 

 

ボスカリド 

『カンタス』などの商品名で一般的に販売されている殺菌剤です。各作物の灰色かび病や菌核病に対

して高い効果があり、残効性や耐雨性にも優れています。平成22年度より当所の検査項目に新たに追

加した農薬です。 

 

 

 

 

※参考文献 

・社団法人日本植物防疫協会, 農薬ハンドブック2001年版 
・農薬残留分析法研究班, 最新農薬の残留分析法（改訂版） 
 
 
 
 
 
 

【 微量汚染物担当 】 
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遺伝子組換え食品の検査 
 

平成22年4月に、各区福祉保健センターが収去した計60検体について、遺伝子組換え食品の検査を実

施しました。 

遺伝子組換え食品は、内閣府にある食品安全委員会で安全性に問題ないと判断され、承認されたもの

が国内で流通可能になります。検査は、承認済みのものについては定量検査（食品中に遺伝子組換え品

種がどのくらい含まれているかを調べる検査）を行います。一方、未承認のものについては定性検査（食品

中に遺伝子組換え品種が含まれているかを調べる検査）を行います。今回、承認済みについてはラウンド

アップ・レディー・大豆とEvent176、Bt11、T25、Mon810、GA21トウモロコシの定量検査を、未承認について

はBtコメとBt10トウモロコシの定性検査を実施しました。 

 

１ 定量検査 

豆腐13検体及び大豆穀粒2検体についてラウンドアップ・レディー・大豆の定量検査を、また、トウモロコ

シ粉砕品3検体についてEvent176、Bt11、T25、Mon810及びGA21トウモロコシの定量検査を行いました。

その結果、いずれも混入率は5％以下＊１であり、違反検体はありませんでした（表1、2）。 

 

表1 ラウンドアップ・レディー・大豆の検査結果 

品   名 原産国 検体数 混入率5％を超える検体数 

豆腐 日本 13 0 

大豆穀粒 アメリカ 2 0 

 

表2 Event176、Bt11、T25、Mon810及びGA21トウモロコシの検査結果 

品   名 原産国 検体数 混入率5％を超える検体数 

コーングリッツ 日本 2 0 

コーンフラワー 日本 1 0 

 

 

 
＊１ 安全性審査を経た遺伝子組換え食品は、混入率が5％を超えると表示義務が生じ、「遺伝子組換え」

である旨の表示をしなければなりません。一方、5％以下なら表示義務はなく、「遺伝子組換えではない」

等の表示をすることもできます（ただし、書類等で確認ができること、かつ、意図的に遺伝子組換え食品

を混入していないことが前提になります）。そのため、安全性審査を経た遺伝子組換え食品の検査では、

混入率が5％を超えているかどうかを調べることになります。 
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２ 定性検査 

コメ加工品30検体（せんべい、ビーフンなど）についてBtコメの定性検査を、また、トウモロコシ加工品15

検体（菓子類など）についてBt10トウモロコシの定性検査を行いました。その結果、いずれも不検出であり、

違反検体はありませんでした（表3、4）。 

 

表3 Btコメの検査結果 

品   名 原産国 検体数 検出数 

せんべい 日本 16 0 

 台湾 1 0 

 タイ 1 0 

ビーフン 台湾 3 0 

 タイ 2 0 

米粉 日本 4 0 

ライスペーパー ベトナム 2 0 

ライスヌードル タイ 1 0 

   計  30 0 

 

表4 Bt10トウモロコシの検査結果 

品   名 原産国 検体数 検出数 

菓子類 日本 10 0 

タコシェル アメリカ 1 0 

 オーストラリア 1 0 

コーングリッツ＊ 日本 2 0 

コーンフラワー＊ 日本 1 0 

   計  15 0 

＊ コーングリッツ2検体とコーンフラワー1検体は、定量検査と同一検体 

 

 

【検査研究課 食品添加物担当】 
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平成21年度 薬事検査について 
 

平成21年度は健康福祉局医療安全課の依頼により、医薬品、いわゆる健康食品及び化粧品の試買検

査を実施しました。 

 

１ 医薬品検査 

横浜市内の薬局で製造販売されている薬局製剤※「感冒剤13号A」4検体について、重量偏差試験並び

にアセトアミノフェン、エテンザミド、マレイン酸クロルフェニラミン、ｄｌ-塩酸メチルエフェドリン、カフェイン、リ

ン酸ジヒドロコデインの確認試験及び規格試験を行いました。その結果、1検体がマレイン酸クロルフェニラ

ミンの規格試験に適合しませんでした。  

 

２ いわゆる健康食品等の検査 

「ダイエット」、「痩身」等を標榜し、肝機能障害等が問題となる「いわゆる健康食品」17検体について、セ

ンナ、フェンフルラミン、N-ニトロソフェンフルラミン、エフェドリン類及び甲状腺ホルモンの検査を行いまし

た。その結果、いずれの成分も検出されませんでした。 

強壮効果を標榜する「いわゆる健康食品」6検体について、シルデナフィル、タダラフィル、バルデナフィ

ル、ホンデナフィル、キサントアントラフィル、チオキナピペリフィル、メチルテストステロン及びヨヒンビンの検

査を行いました。その結果、1検体からタダラフィルと「専ら医薬品として使用される成分本質」に該当する新

規医薬品ヒドロキシチオホモシルデナフィルが検出されました。さらに、プソイドバルデナフィル、バルデナ

フィルが1検体から検出されました。また、薬事法違反の疑われる1検体について、ホンデナフィル及びチオ

アイルデナフィルの検査を行った結果、チオアイルデナフィルが検出されました。 

 

３ 化粧品検査 

育毛、養毛を標榜する製品2検体について、ミノキシジル、エストラジオール安息香酸エステルの検査を

行いました。その結果、いずれの成分も検出されませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

薬局製剤※とは 

薬事法第22条薬局における製造販売の特例において、薬局開設者が当該薬局における設備及び

器具を持って製造することができる医薬品のことで、現在は約400品目あります。 

   

 

 

 

【検査研究課 薬事担当】 
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感染症発生動向調査委員会報告 6 月 
 

 
平成22年5月24日から6月20日まで（平成22年第21週から第

24週まで。ただし、性感染症については平成22年5月分）の横浜

市感染症発生動向評価を、標記委員会において行いましたの

でお知らせします。 
 

 全数把握疾患  
 

＜腸管出血性大腸菌感染症＞ 

O26の2例の報告がありました。家族内事例で、自宅での肉の加熱不十分が疑われます。肉類は充分な

加熱を心がけましょう。発生時の対応につきましてはこちらを御覧ください。 

横浜市衛生研究所HP http://www.city.yokohama.jp/me/kenkou/eiken/idsc/rinji/infc_o157_guide.html 
 

＜デング熱＞ 

インドネシアからの帰国者に1例見られました。同行者の感染は認められていません。 
 

＜麻しん＞ 

2010年6月は3例の報告がありました。ワクチン接種歴があったのは1例だけでした。 

すべて孤発例であり、周囲への感染は認められていません。 

国立感染症研究所HP http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/index.html より 

 
＜劇症型溶血性レンサ球菌感染症＞ 

2例の報告がありました。A群とG群でした。今年に入って5例目の報告です。昨年の報告は1例のみでし

た。当疾患は、約30％が死亡している極めて致死性の高い疾患です。詳しくはこちらを御覧ください。 

国立感染症研究所HP http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/k02_g2/k02_46/k02_46.html 
 
＜破傷風＞ 

1例の報告が見られました。66歳の方です。転倒による外傷が原因と見られています。全国では年間100

人程度報告され、5月から10月といった野外活動が多くなる時期に増加しています。全国で2008年に行わ

れた破傷風毒素抗体の保有状況では、60歳代以上では保有率11％と極めて低く、5年後の次回の調査結

果が待たれる状況です。 

臨床症状や所見から破傷風と診断した場合は7日以内の届出が必要です。破傷風につきましては、こち

らを御覧ください。 

横浜市衛生研究所HP http://www.city.yokohama.jp/me/kenkou/eiken/idsc/disease/tetanus1.html 

国立感染症研究所HP http://idsc.nih.go.jp/iasr/30/349/tpc349-j.html 

 

≪今月のトピックス≫ 

 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎が高めです。 
 水痘と流行性耳下腺炎は、過去５年間に比べて高めに推移しています。 
 伝染性紅斑が高めです。 
 ヘルパンギーナが高めです。 

平成 22 年 週－月日対照表 

第 21 週 5 月 24～30 日 

第 22 週 5 月 31 日～6月 6 日

第 23 週 6 月 7～13 日 

第 24 週 6 月 14～20 日 

① 風しんとともに全数報告疾患として、発生状況等を詳細に把握 

② 1 歳および就学前 1年間の、麻しん風しん混合ワクチンによる 2 回接種の徹底 

③ 5 年間に限り、中 1 及び高 3相当の年齢の者への定期接種を実施 

《日本は、2008年～2012年の 5年間で、麻しん排除を目指します》 
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＜性感染症＞ 

性感染症は、産婦人科系の11定点、および泌尿器科・皮膚科系の15定点からの報告に基づき、1か月

単位で集計されています。 

5月は、4月に比べて全体としては横ばいです。性器クラミジアは男性12例、女性13例の報告がありまし

た。性器ヘルペス感染症は、男性4例、女性17例です。尖圭コンジローマが男性9例、女性1例です。淋菌

感染症は男性12例、女性2例です。 

 

【 感染症・疫学情報課 】 

 

２ 病原体定点からの情報 

市内の病原体定点は、小児科定点：9か所、インフルエンザ（内科）定点：3か所、眼科定点：1か所、基幹

（病院）定点：3か所の計16か所を設定しています。 

検体採取は、小児科定点とインフルエンザ定点では定期的に行っており、小児科定点は9か所を2グル

ープに分けて毎週1グループで実施しています。また、インフルエンザ定点では特に冬季のインフルエンザ

流行時に実施しています。 

眼科と基幹定点では、検体採取は対象疾患の患者から検体を採取できたときにのみ行っています。 

 

＜ウイルス検査＞ 

2010 年 6 月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点 48 件（鼻咽頭ぬぐい液 45 件、ふん便 3

件）、眼科定点 4件（結膜ぬぐい液）、基幹定点 3件（咽頭ぬぐい液 2件、髄液 1件）でした。 

患者の臨床症状別内訳は、小児科定点は上気道炎19人、下気道炎12人、ヘルパンギーナ5人、胃腸

炎、手足口病、発疹症、伝染性紅斑各3人、眼科定点は流行性角結膜炎3人、急性出血性結膜炎1人、

基幹定点は急性小脳失調症 1人、麻疹 1人、伝染性紅斑 1人でした。 

 

7 月 9 日現在、小児科定点の上気道炎患者 1人からヘルペスウイルス 1型、1 人からアデノウイルス（型

未同定）、手足口病患者1人からコクサッキーウイルスA6型、眼科定点の急性出血性結膜炎患者からアデ

ノウイルス 37 型が分離されています。 

 

これ以外に遺伝子検査では、小児科定点の上下気道炎患者6人からコクサッキーウイルスA（4型5人、

型未同定1人）、2人からヒューマンメタニューモウイルス、ヘルパンギーナの患者5人からコクサッキーウイ

ルス A（4 型 4人、6型 1人）、手足口病患者 1人からコクサッキーウイルス A6型、伝染性紅斑患者 2人か

らヒトパルボウイルスB19型、基幹定点の伝染性紅斑患者1人からヒトパルボウイルスB19型の遺伝子が検

出されています。 

 

その他の検体は引き続き検査中です。 

 

【検査研究課 ウイルス担当】 

 

＜細菌検査＞ 

6月の感染性胃腸炎関係の受付は小児科定点からの糞便が2件で起因菌は検出されませんでした（表）。 

基幹定点からは菌株受付が6件、定点以外の医療機関からは菌株が4件でした。そのうち、基幹定点から、

腸管毒素原性大腸菌が2件（O6：H16、LT＆ST産生およびO6：H-、LT＆ST産生）、腸管病原性大腸菌

O111：H12が1件、定点以外の医療機関からは腸管出血性大腸菌O26、VT1およびO157、VT1＆2が各1

件、赤痢菌（S.flexneri）とパラチフスA菌が各1件 検出されました。 

溶血性レンサ球菌咽頭炎の検体受付は小児科定点からの21件で、A群溶血性レンサ球菌が17件から検

出されました。その血清型はＴ1が5件、T4が1件、T6が1件、T12が1件、T25が1件、T28が5件、型別不能が

3件でした。 

百日咳疑いの検体受付が1件ありましたが百日咳菌は検出されませんでした。 

基幹定点からリンパ節より分離された検体受付は1件でCorynebacterium ulceransでした。 
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定点以外の医療機関から劇症型溶血性レンサ球菌感染症から分離された検体が1件あり、A群溶血性レ

ンサ球菌で、その血清型はT13でした。 

バンコマイシン耐性腸球菌感染症から分離された検体の受付が1件ありバンコマイシン耐性腸球菌

（Enterococcus ｆaecium）ｖａｎA遺伝子保有株でした。 

また、細菌性髄膜炎より分離された検体受付は1件ありStreptococcus suisと確認されました。 
 

表 感染症発生動向調査による病原体検査（6月） 細菌検査 

【検査研究課 細菌担当】 

感 染 性 胃 腸 炎

検 査 年 月

定点の区別 小児科 基幹 その他
** 小児科 基幹 その他

**

件 数 2 6 4 10 53 17

菌種名

赤痢菌 1 2 2

腸管病原性大腸菌 1 5

腸管出血性大腸菌 2 2 14

腸管毒素原性大腸菌 2 2

パラチフスA菌 1 1

サルモネラ 1

不検出 2 3 9 42

その他の感染症 

検 査 年 月

定点の区別 小児科 基幹 その他
** 小児科 基幹 その他

**

件 数 22 1 3 52 3 11

菌種名

A群溶血性レンサ球菌      T１ 5 19 1

                        T4 1 2

                        T6 1 1

                        T12 1 4

                        T13 1 1

                        T25 1 1

                        T28 5 7

    T B3264 1

型別不能 3 3

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌 2

バンコマイシン耐性腸球菌 1 3

髄膜炎菌 1

Streptococcus  suis 1 1

Corynebacterium ulcerans 1 1

不検出 5 14 4

＊＊定点以外医療機関（届出疾病の検査依頼）

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法

6月

6月 2010年1～6月

2010年1～6月
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表1 平成22年5月 アクセス順位 

順位 タイトル 件数 

 1 口てい疫（口蹄疫）について 41,782

 2 マイコプラズマ肺炎について 10,560

 3 ロタウイルスによる感染性胃腸炎について 6,164

 4 百日咳について 4,801

 5 大麻（マリファナ）について 4,628

 6 衛生研究所トップページ 3,945

 7 アデノウイルス感染症について 3,414

 8 感染症トップページ 2,835

 9 性器ヘルペス感染症について 2,543

 10 ぎょう虫（蟯虫）症について 2,521

データ提供：総務局IT活用推進課

衛生研究所WEBページ情報 
（アクセス件数・順位 平成22年5月分、電子メールによる問い合わせ・追加・更新記事 平成22年6月分） 
 
 
横浜市衛生研究所ホームページ（衛生研究所WEBページ）は、平成10年3月に開設され、感染症情報、

保健情報、食品衛生情報、生活環境衛生情報等を提供しています。 

平成20年4月、市民にわかりやすくかつ迅速な情報提供を目指して、リニューアルを行いました。 

今回は、平成22年5月のアクセス件数、アクセス順位及び平成22年6月の電子メールによる問い合わせ、

WEB追加・更新記事について報告します。 

なお、アクセス件数については総務局IT活用推進課から提供されたデータを基に集計しました。 
 

1 利用状況 

(1) アクセス件数 (平成22年5月) 

平成22年5月の総アクセス数は、229,214件でした。主な内訳は、感染症68.3%、食品衛生11.8%、保健情

報8.5%、検査情報月報3.1%、生活環境衛生1.6%、薬事1.2%でした。 

 

(2) アクセス順位 (平成22年5月) 

5月のアクセス順位（表1）は、第

1位が「口てい疫（口蹄疫）につい

て」、第2位が「マイコプラズマ肺炎

について」、第3位が「ロタウイルス

による感染性胃腸炎について」で

した。 

 

第1位に「口てい疫（口蹄疫）に

ついて」が入りました。これは、4月

に入ってから、宮崎県で口蹄疫の

感染が確認された事による影響と

思われます。 

第2位に「マイコプラズマ肺炎に

ついて」が入りました。 

国立感染症情報センターの報告によりますと、マイコプラズマ肺炎の定点あたり報告数は、第18～22週

（5/3～6/6）で増加しており、過去5年間の同時期と比較してやや多い状況です。 

第3位に「ロタウイルスによる感染性胃腸炎について」が入りました。 

感染性胃腸炎は主に冬季（11～4月）に流行する感染症です。全国の地方衛生研究所のウイルス検出

状況を見ると、冬季の前半はノロウイルスによる感染性胃腸炎が多く、後半はロタウイルスによる感染性胃

腸炎が多いです。 

また、5月にアメリカ合衆国で、ロタウイルスワクチン中に豚サーコウイルス1型（porcine circovirus type 1: 

PCV1）豚サーコウイルス2型（porcine circovirus type 2: PCV2）のDNAが検出されました。しかし、豚サーコ

ウイルス1型・2型の人間に対する病原性は知られておらず、米国FDAが接種再開・接種継続の勧告を出し

ました。この影響もあり、アクセス件数が増加したものと考えられます。 

第4位に「百日咳について」が入りました。成人での感染が増加しており、成人の占める割合が、過去10

年間で最高となっています。 

「ぎょう虫（蟯虫）症について」が、初めて10位以内に入りました。 
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(3) 電子メールによる問い合わせ （平成22年6月） 

平成22年6月にホームページのお問合わせフォームを通していただいた電子メールによる問い合わせ

の合計は、3件でした（表2）。 

 

2 追加・更新記事 （平成22年6月） 

平成22年6月に追加・更新した主な記事は、9件でした（表3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 感染症・疫学情報課 】 

表3 平成22年6月 追加・更新記事 

掲載月日 内容 備考 

6月2日 ヒト-パピローマウイルスと子宮頸癌について 更新 

6月7日 大麻（マリファナ）について 更新 

6月10日 感染症に気をつけよう（6月号） 追加 

6月14日 健康危機管理情報 更新 

6月14日 新型インフルエンザ（AH1pdm）について 追加 

6月18日 高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生状況 更新 

6月30日 犬による咬傷（こうしょう、かみきず：bite ）について 更新 

6月30日 カプノサイトファーガ-カニモルサス感染症について 更新 

6月30日 パスツレラ症について 更新 

 

表2 平成22年6月 電子メールによる問い合わせ 

内容 件数 回答部署 

横浜市衛生研究所年報について 1 検査研究課 水質担当 

インフルエンザに関する報道記事について 1 検査研究課 ウイルス担当 

Hibについて 1 感染症・疫学情報課 

 




